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適時適材のグループソリューション提供による 

効果的な脱炭素経営ワンストップ支援 

以上 

【代表的な取組№２：波及性】 
浜銀ファイナンス株式会社 

1. 取組の概要  
 当社を含む横浜フィナンシャルグループ（以下、「ＹＦＧ」）は、脱炭素経営の各フェーズ

において、グループ各社の最適な脱炭素ソリューションを提供。ＹＦＧ各社の個別対応にと

どまらない、グループ一丸となった脱炭素経営の伴走支援により、地域企業の脱炭素化推進

に取り組んでいる。 

 
2. 取組の目的 
 エネルギー価格高騰や人手不足の問題が深刻化するなか、脱炭素化の必要性を認識し

ながらも具体的な行動に至っていない地域企業の課題解決を図ること。 
 脱炭素経営の取り組みフェーズに応じたグループ各社・外部提携先のソリューション

を適時適材に提供し、地域企業の効果的かつ継続的な脱炭素経営をワンストップで支

援すること。 

 
 
3. 取組のポイント 
 当社は、グループの脱炭素支援の取り組みにおいて、「脱炭素化への意識醸成」「削減対

策の実行」のフェーズにおいて役割を担っている。 
 具体的には、ＥＳＧリース等の補助金を活用した省エネ設備リースを中心に、ＧＨＧ排

出量の削減フェーズの地域企業を支援。また、「ＳＤＧｓフレンズリース（寄付型）」を

通じて神奈川県と連携し、地域企業へのＳＤＧｓ・脱炭素経営の啓発活動も実施。 
 母体行向け勉強会の実施や評価制度の整備など、当社の脱炭素ソリューションに関す

る主体的な周知活動により母体行内へ浸透を進め、強固な連携基盤を構築。 
 

4. 今後の展望 
 今後もＹＦＧグループ各社との連携を強化し、地域企業の省エネ設備導入やＧＨＧ排

出量削減を継続的に支援するとともに、脱炭素経営の定着と地域全体のカーボンニュ

ートラル達成に向け、グループ一丸となった伴走型の支援を展開していく。 


